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本日の報告概要
はじめに（ｉＭｅｃについて）

１．令和６年度事業・助成採択

２．インフラメンテナンス技術者の育成

３．高専生，小中学生対象の教育活動等

４．SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）

5.（一財）高専インフラメンテナンス人材育成推進機構

おわりに（継続と挑戦）



Infrastructure Maintenance Educational Centerはじめに（ｉＭｅｃについて）

地元のインフラは
地元で守る。
社会基盤メンテナンス教育センター

インフラの維持管理に関する実践的な教育システムを構築するため，２０１４年１月２３日に舞鶴高専内に開設。
全国の高専生や地方自治体職員，民間技術者などを幅広く受け入れ，現場に密着した教育センターとして，
全国の産官学期間と連携し，維持管理技術に特化した人材育成やリカレント教育カリキュラム開発を実施。

《主な活動実績等》 ＊国土交通省登録資格

2013 社会基盤メンテナンス教育センター開設
2014～現在 インフラメンテナンス技術者育成のための講習会等開催
2015～2017 文部科学省成長分野等における中核的専門人材等の戦略

的推進事業
⇒アクティブラーニングを基軸としたインフラメンテナンス

技術者育成のための教育プログラム開発(e+iMec講習会)
2016 技術資格“准橋梁点検技術者”,“橋梁点検技術者＊” 創設
2017 第1回インフラメンテナンス大賞(国土交通省優秀賞)受賞
2019～2023 文部科学省Society5.0に対応した高度技術人材育成事業

持続的な産学共同人材育成システム構築事業
⇒KOSEN型産学共同インフラメンテナンス人材育成システム

の構築（KOSEN-REIM）
２０２１ 技術資格“橋梁診断技術者＊”創設
２０２２ 実務家教員称号“専門教士(建設部門）”付与開始
２０２３ 一財）高専インフラメンテナンス人材育成推進機構設立iMec全景・実物劣化部材実習フィールド
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Infrastructure Maintenance Educational Centerはじめに（ｉＭｅｃについて）

• ｉＭｅｃは，全国の産官学機関と連携するとともに，活動に賛同いただいた皆様からの
支援を受けて事業実施・運営しています

4

京都府北部社会基盤
メンテナンス推進協議会

・地域固有のニーズ・課題抽出
・教育プログラム実証・検証
・事業成果の普及・活⽤ 等

社会基盤メンテナンス
技術レベル検討委員会

・教育プログラムの技術審査
・技術資格認定
・⽂科省補助事業外部評価等

【構成員】
舞鶴⼯業⾼等専⾨学校，
京都府中丹広域振興局，
京都府丹後広域振興局，
舞鶴市，福知⼭市，綾部市，宮津市
京丹後市，与謝野町，伊根町
（⼀財）京都技術サポートセンター
（⼀社）京都府測量設計業協会
宮津建設業協会

【構成員】
国⽴研究開発法⼈⼟⽊研究所
国⼟交通省近畿地⽅整備局
京都府中丹広域振興局，舞鶴市
(⼀財)京都技術サポートセンター
(⼀社)建設コンサルタンツ協会
(⼀社)ﾌﾟﾚｽﾞﾄﾚｽﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ建設業協会
(⼀社)⽇本橋梁建設協会
京都⼤学⼤学院教授 ⾼橋良和
舞鶴⼯業⾼等専⾨学校

⺠間企業
業界団体

国研)⼟⽊研究所
ＣＡＥＳＡＲ

地元⾃治体

全国の⾼専
（建設系学科）

令和６年度第１回
（R6.6.27開催）

令和６年度第１回
（R6.6.20開催）
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１．令和６年度事業・助成採択状況

全国の高専生及び土木技術者を対象とした教育プログラムの実証・検証

公募機関 事業・助成名称 実施内容

一般財団法人
上田記念財団

第１5期 土木を通じた
地球環境維持活動助成金

建設系高専生のキャリア教育
ｅ+ｉＭｅｃ講習会【応用編（橋梁点検）】

スマートインフラマネジメントシステムの構築

公募機関 事業・助成名称 実施内容

国立研究開発法人
土木研究所

SIP
（戦略的イノベーション創造プログラム）

建設分野の専門基礎講座の開発と社会実装及
びアウトリーチ方策の立案と検証



舞鶴工業高等専門学校
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• “ｅ＋ｉＭｅｃ講習会”

• ステップアップ型教育プログラムと技術資格認定制度

• 技術資格登録状況

• 土木学会認定ｉＭｅｃ-ｅラーニング講座

• インフラメンテナンス分野の実務家教員の育成

6

２．インフラメンテナンス技術者と実務家教員の育成



Infrastructure Maintenance Educational Center２．インフラメンテナンス技術者と実務家教員の育成
7“ｅ＋ｉＭｅｃ講習会”

地域インフラを守る建設技術者のためのメンテナンス技術力向上プログラム

ｅラーニングと講習会を組合せた
アクティブ・ラーニング（能動的学修）

“ｅ＋ｉＭｅｃ講習会”講座一覧
基礎編（橋梁点検） 橋梁長寿命化対策

応用編（橋梁点検） 構造物の詳細調査

橋梁診断 施工技術と施工管理

コンクリートの品質管理 建設ＩＣＴ

地盤と斜面（３日間コース） ※岐阜大学ＭＥ連携講座

ｅ-learning

Active-Learning

ｉＭｅｃ講習会

オンデマンド型
自己学修支援システム

実践を重視した
対面型・体験型の教育



Infrastructure Maintenance Educational Center

• 受講者数の推移

8
“ｅ＋ｉＭｅｃ講習会”

２．インフラメンテナンス技術者と実務家教員の育成
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年間 累計

リカレント教育講座名 行政 民間 学生 合計

基礎編（橋梁点検）※ 301 1143 176 1620

応用編（橋梁点検）※ 32 185 217

橋梁診断 3 14 17

橋梁長寿命化対策 9 21 0 30

構造物の詳細調査 11 19 0 30

施工技術と施工管理 11 17 1 29

建設ICT 8 17 0 25

コンクリートの品質管理 21 13 47 81

地盤と斜面 38 19 1 58

舗装と防水層 10 12 3 25

鋼構造物の非破壊検査 8 15 0 23

合計 452 1475 228 2155

※連携4高専での基礎編受講者（314人），応用編受講者（32人）を含む 2024年11⽉30⽇時点



Infrastructure Maintenance Educational Center

• 各講座の詳細や開催状況は，舞鶴高専ｉＭｅｃホームページ「活動日記」
をご覧ください。

9
“ｅ＋ｉＭｅｃ講習会”

２．インフラメンテナンス技術者と実務家教員の育成



Infrastructure Maintenance Educational Center

登録番号
品確技資第○号

資格の名称
資格が対象とする区分

登録年月日（初回登録）
施設分野 業務 知識・技能を求める者

第170号 橋梁点検技術者 橋梁（鋼橋） 点検 担当技術者 R4.2.22（H29.2.24）

第183号 橋梁点検技術者 橋梁（コンクリート橋） 点検 担当技術者 R4.2.22（H29.2.24）

第336号 橋梁診断技術者 橋梁（鋼橋） 診断 担当技術者 R4.2.22（R4.2.22）

第342号 橋梁診断技術者 橋梁（コンクリート橋） 診断 担当技術者 R4.2.22（R4.2.22）

10
ステップアップ型教育プログラムと技術資格認定制度

国土交通省登録資格
（品確技資第170号・第183号）

国土交通省登録資格
（品確技資第３３６号・第３４２号）

２．インフラメンテナンス技術者と実務家教員の育成



Infrastructure Maintenance Educational Center

11
技術資格登録状況

准橋梁点検技術者・橋梁点検技術者・橋梁診断技術者の登録状況（２０１６～）

准橋梁点検技術者（登録者累計） 橋梁点検技術者（登録者累計）

２．インフラメンテナンス技術者と実務家教員の育成

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

橋梁点検技術者及び准橋梁点検技術者の登録状況（2016～）

1 1
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3

※2024年11月30日時点

14 17 13

橋梁診断技術者
（名）※1 - - - - - 2
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（名）※1 2 10 5 5 14

准橋梁点検技術者
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土木学会認定ｉＭｅｃ-ｅラーニング講座
12

• 土木学会認定土木工学コース（オンライン学習講座）第一弾
 受講料 11,000円（税込）
 受講対象 橋梁メンテナンスに関心のある方（前提知識不要）
 学修時間 約8時間／9科目
 ＣＰＤ 20単位登録可能（修了要件を満たし，修了証を得た場合）
 申込URL https://www.netlearning.co.jp/learningexchange/le_09.asp

受講者数
830名

（2024年9月末）

２．インフラメンテナンス技術者と実務家教員の育成



Infrastructure Maintenance Educational Center

インフラメンテナンス分野の実務家教員の育成 13

２．インフラメンテナンス技術者と実務家教員の育成



Infrastructure Maintenance Educational Center

インフラメンテナンス分野の実務家教員の育成 14

実務家教員育成研修プログラム
（７講座，計９０時間）

２．インフラメンテナンス技術者と実務家教員の育成



Infrastructure Maintenance Educational Center

インフラメンテナンス分野の実務家教員の育成 15

■付与称号の名称，英語表記，専門領域
名称：専門教士（建設部門）
英語表記：Technical Teacher of Civil Engineering
専門領域：建設（社会基盤の整備及び維持管理）

■付与要件：専門教士（建設部門）付与制度実施要綱
■認定要件：専門教士（建設部門）認定基準
■称号付与者数：３０名（2024.3.31時点）

専門教士（建設部門）の認定・称号付与

称号認定・称号付与の流れ実務家教員育成研修プログラム評価委員会

• 委員長 中井俊樹氏 愛媛大学 教授
• 副委員長 中島英博氏 立命館大学 教授
• 外,委員６名（コンソーシアム構成員）

２．インフラメンテナンス技術者と実務家教員の育成



Infrastructure Maintenance Educational Center

インフラメンテナンス分野の実務家教員の育成

• 高専のリカレント教育プログラム（ｅ＋ｉＭｅｃ講習会等）
• 高専生を対象としたキャリア教育
• 財団KOSEN-REIMと連携した地方自治体等への技術支援 など

16

実務家教員『専門教士（建設部門）』の活躍・活用

本科４年生対象授業『専門AL』ｅ＋ｉＭｅｃ講習会（舞鶴高専及び連携高専）

【橋梁診断】

【構造物の詳細調査】

高専生へのキャリア教育

【橋梁点検（応用編）】

【橋梁点検（基礎編）】

２．インフラメンテナンス技術者と実務家教員の育成
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３．高専生，小中学生対象の教育活動等

• 建設系高専生のキャリア教育（上田記念財団助成）

• 小中学生向け出前授業

• インフラメンテナンス国民会議への出展・登壇



Infrastructure Maintenance Educational Center３．高専生，小中学生対象の教育活動等

• e+iMec講習会【橋梁点検】のカリキュラムを，高専生向けに５日コースとして再構築

18
建設系高専生のキャリア教育（上田記念財団助成）

【実施期間】2024年8月19日～23日

＊事前学修ｅラーニング１カ月間

【受講者数】計1１名

【参加高専】
・長岡高専
・木更津高専
・石川高専
・和歌山高専
・香川高専
・舞鶴高専



Infrastructure Maintenance Educational Center３．高専生，小中学生対象の教育活動等

• やぶ・ふるさとキャリア教育講演会

19
小中学生向け出前授業

【日時】2024年6月18日
【講師】舞鶴高専建設システム工学科 教授 玉田和也
【対象】養父市大屋中学校3年生21人
【内容】「レオナルド・ダ・ビンチの橋を作ろう」
模型作り，橋クイズ，技術者の仕事について，舞鶴高専について



Infrastructure Maintenance Educational Center３．高専生，小中学生対象の教育活動等

• 綾部ものづくり体験ツアー

20小中学生向け出前授業 （京都府主催）

【日時】2024年7月25日
【講師】舞鶴高専建設システム工学科

教授 玉田和也
【対象】小学５・６年生 32名
【内容】「テンセグリティ

～宙に浮かぶ構造体～を作ろう」

• 夏休み
ものづくり・建設「技」体験ツアー

【日時】2024年7月28日
【講師】舞鶴高専建設システム工学科

教授 玉田和也
【対象】小学4年生～中学生 30名
【内容】「レオナルド・ダ・ビンチの橋を作ろう」



Infrastructure Maintenance Educational Center３．高専生，小中学生対象の教育活動等
21

【日時】2024年５月23日・24日
【会場】花博記念公園鶴見緑地内/ハナミズキホール
【来場者数】10,815人（延べ）

インフラメンテナンス国民会議
近畿フォーラム2024へ出展

【日時】2024年11月7日・8日
【会場】インテックス大阪
【来場者数】1７,３３６人（延べ）

建設技術展2024近畿へ出展
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データ駆動型の
インフラ維持管理

高度化

合理化

効率化

生産性

整合性

持続性

支
え
る人

材

デジタル技術を駆使できる⼈材
の育成と稼働するしくみ

研究開発テーマの
概要
（c-1：地方公共団体におけ
るインフラマネジメントの効
率化技術）

教育環境のプラットフォーム等の構築に関する
技術開発
⼈財(材)の強化・拡⼤・活⽤

(1) 維持管理を効率化する現場で使いやすい
技術開発

ノウハウの地域実装・展開・活⽤
(2)

シーズ試⾏場
の提供

Ⅳ
プラットフォーム, 
DB/DS構築

Ⅱ

デジタルプログラムの開発Ⅰ

データ活⽤を⽀える

スマートインフラ⼈材の養成

⼈材の新規獲得のための教育

インフラデータセットの作成・
管理に長けた維持管理技術者

意思決定に資する分析技術
に長けた維持管理技術者

土木出身ではないインフラ人材

合理化・効率化への
デジタル技術活⽤

ハンディなデジタル
技術の開発・実装

Ⅲ

点群・全周囲画像
による定期点検
の簡素化

住民通報システム
「橋の声」

DIY技術活用の
しくみ化（マニュアル）

新技術のシーズの実装
促進

第１期SIP新技術：
斜面・構造物の
点検／診断

教育へのデジタルツイン活⽤

データベース/
データセットの整備

WebVR・メタバースでの教育

デジタルミュージアム

インフラ
症例データ

実装人材

活
用 実

証

“インフラデータアナリスト”

“インフラデータアキュムレータ”

専門基礎講座

インフラ症例
ＤＢ／ＤＳ

IMSS (Infrastructure Maintenance 
Smart Simulator)

DIMM (Digital Infrastructure 
Maintenance Museum)

住民通報システム
「橋の声」

DIY技術活用の
しくみ化

アウトプット
⾃治体職員等のデジタル⼈材化と

異分野出⾝者のインフラメンテナンス⼈材化

達成⽬標【アウトカム】
「全国の３〜10市町村から、
開発プログラムの受講者30⼈」

４．SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）
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異分野登⽤された地⽅⾃治体職員やデータサイエンス分野等からの参⼊者が建設分野の基礎的素養を修得
するための講座を構築し，スマートインフラマネジメントの社会実装に資するヒューマンリソースの戦略
的活⽤を⽬的とする．

アウトリーチ⽅策の実績調査・分析を⾏うことで，専⾨基礎講座やデータアキュムレータ・アナリスト講
座の⽬的や内容のアウトリーチを促進することを⽬的とする．

⽬ 的

「専⾨基礎講座」の⽬的
来るべきスマートインフラマネジメントシ

ステムが構築された社会において，それらを活
⽤して安全で安⼼できる社会基盤を持続的に提
供するために必要な技術者を確保するため，あ
らゆるバックボーンを有する者が社会基盤に係
る専⾨的基礎知識を獲得できる教育コンテンツ
を構築し，それらの⼈材育成に資することを⽬
的とする．

構築する講座に対するアンケート・ヒアリングによるニーズ調査（ME受講⽣，異分野採⽤者）
専⾨基礎講座の教科・シラバス・講座運⽤⽅法の検討（eラーニング，WEBスクーリング，対⾯講座）
専⾨基礎講座の構築・試⾏・フィードバック
アウトリーチ⽅策の実績調査と分析

ディプロマポリシー
「専⾨基礎講座」では，本講座の⽬的に基づき，⾃らが
継続的に学習することで，以下の⽬標を達成し，規程に
定める基準を満たした者に教科修得を認定します．
（ⅰ）社会基盤に係る概論と歴史を修得している．
（ⅱ）社会基盤に係る専⾨教科を修得している．
（ⅲ）⾃⾝の経験・能⼒に加え，本講座で修得した
専⾨知識を活かした広い視野を持ち，社会基盤に係る技
術者として倫理的に⾏動することができる．

研究内容

４．SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）
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初回アンケート調査（⾃治体職員・ME受講者）
個別ヒアリング調査（異分野参⼊者）
プロトタイプ開発後のユーザアンケート

ニーズ調査(３段階)

アドミッションポリシー
「専⾨基礎講座」では，様々な能⼒を持つ者が，社会基盤に係る専⾨知識を修得することで，ス

マートインフラシステムに係る上での素養を⾝に付け，各⾃の能⼒を発揮して安全で安⼼できる社
会基盤を持続的に提供する，という⽬標に共感できる⼈の受講を期待しています．
(ⅰ)社会基盤の整備・維持管理に⾃⾝の能⼒を活かしたいと考えている⼈
(ⅱ)DX，AIなどの最新技術を社会基盤分野に適⽤していきたいと考えている⼈
(ⅲ)想定外の事態により社会基盤に係わらざるを得なくなってしまった⼈

４．SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）
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『事業概要』

・技術者育成と建設系高専生の教育を支援

・小中高生対象のインフラ教育を支援

・実習フィールド提供と全国高専への拡大を支援

・財団法人のネットワークを活用した取組み

[写真] やぶ・ふるさとキャリア教育講演会

[出典]一般財団法人高専インフラメンテナンス人材育成推進機構設立記念誌より作成

5.（一財）高専インフラメンテナンス人材育成推進機構

高専インフラメンテナンス人材育成推進機構は，高専発のインフラメンテナンス技術者育成
を継続的に発展させ，自治体等への技術支援を行う財団法人です。（2023年6月設立）

高専から全国へ インフラメンテナンス人材の輪を広げる
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5.（一財）高専インフラメンテナンス人材育成推進機構

『会員数』
・法人 ５３団体
・個人 ３名
・行政 １３団体 ※2024年11月時点

会員の皆さまからお預かりした資金は，高専における
インフラメンテナンス人材育成の支援をはじめとする
各種事業に有効に活用させていただいています。

財団の詳細と入会・寄附のお申込みは
ホームページをご覧ください。
https://www.kosen-reim.or.jp

KOSEN-REIM
フォーラム2024 in
東京
2024年7月13・14
日開催



Infrastructure Maintenance Educational Centerおわりに（継続と挑戦）

• 建設分野の教育を受けた技術者の割合が低下し，スキル修得の
基盤となる知識・技術力が不足。
→ 土木工学の基礎を学ぶリカレント教育プログラムの開発・実施

• 研究・活動成果のアウトリーチ活動の展開
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• インフラメンテナンス分野の技術者及び実務家教員の育成

• 技術資格認定制度及び専門教士（建設部門）称号付与制度

• 地域との連携（地域連携協議会，地方公共団体への技術支援等）

• 未来のインフラメンテナンス技術者（小中高・高専生）の育成
〈継続〉

〈挑戦〉

&
一般財団法人による支援と連携・協力

第3期「スマートインフラマネジメントシステムの構築」



舞鶴工業高等専門学校
National Institute of Technology, (KOSEN) Maizuru CollegeInfrastructure Maintenance Educational Center

社会基盤メンテナンス教育センター（ｉＭｅｃ）活動報告
ご清聴ありがとうございました
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Ｄｒ．ＭＡＭＯＲＵＮ

ｉＭｅｃフォーラム2024
令和6年１２月24日

キャンパスプラザ京都 第1講義室
iMec/舞鶴高専

お友だち募集中！


